


1 

 

京都市桂徳児童館 評価結果報告 

 

≪Ⅰ 福祉サービスの基本方針と組織≫ 

Ⅰ-1 理念・基本方針 

【評価項目】 Ⅰ－１－（１）理念、基本方針が確立・周知されている。 

   Ⅰ-１-（１）-① 理念、基本方針が明文化され周知が図られている。 

標準項目 判定 

1 法人（児童館）に、児童の権利に関する条約（平成６年条約第２号）に掲げられた精神及び児童福祉法

（昭和２２年法律第１６４号）の理念に基づいた明確な理念、基本方針がある。 
〇 

２ 理念、基本方針が法人（児童館）内の文書や広報媒体（パンフレット、ホームページ等）に記載されてい

る。 
〇 

３ 理念や基本方針は、会議や研修会での説明、会議での協議等をもって、職員への周知が図られている。 〇 

４ 理念や基本方針は、わかりやすく説明した資料を作成するなどの工夫がなされ、利用者や運営協議会、

利用者の組織等への周知が図られている。 
〇 

【評価項目】 Ⅰ－１－（１）について 

講評 

理念・基本方針を大切にし、常に基本に立ち返って運営を行うことを心がけています。 

① 法人の基本理念、児童館が目指していること（基本方針）が入口に掲出され、職員、利用者の誰もがいつでも確

認できるようになっています。 

② 基本理念は児童館のパンフレットやホームページに記載し、誰もが閲覧・確認できるようになっています。利用者

や地域の方への周知のための重要な媒体になっています。 

③ 職員は法人が行う研修会や、新採用職員に渡す資料などで基本理念や基本方針を振り返る機会を設けていま

す。何か事案があった際には、常に基本に立ち返って判断することを全職員が心がけています。 
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Ⅰ-2 経営状況の把握 

【評価項目】 Ⅰ-２-（１） 経営環境の変化等に適切に対応している。 

   １-２-（１）-① 事業経営をとりまく環境と経営状況が的確に把握・分析されている。 

標準項目 判定 

1 社会福祉事業全体の動向について、具体的に把握し分析している。 〇 

2 地域の各種福祉計画の策定動向と内容を把握し分析している。 〇 

3 利用者数・利用者像等、児童館活動へのニーズ、潜在的利用者に関するデータを収集するなど、法人（児

童館）が位置する地域での特徴・変化等の経営環境や課題を把握し分析している。 
〇 

4 定期的に児童館のコスト分析や児童館利用者の推移、利用率等の分析を行っている。 〇 

   １-2-(1)-② 経営課題を明確にし、具体的な取組を進めている。 

標準項目 判定 

1 経営環境や実施する児童館活動の内容、組織体制や設備の整備、職員体制、人材育成、財務状況等の

現状分析にもとづき、具体的な課題や問題点を明らかにしている。 
〇 

2 経営状況や改善すべき課題について、役員（理事・監事等）間での共有がなされている。 〇 

3 経営状況や改善すべき課題について、職員に周知している。 － 

4 経営課題の解決・改善に向けて具体的な取組が進められている。 〇 

 

【評価項目】Ⅰ-２-（１） について 

講評 

地域の福祉に関わる情報や館運営の経営状況、課題を把握して、法人本部と共によりよい児童館運営

を目指しています。 

① 法人本部や京都市子どもはぐくみ室、京都市児童館学童連盟などの会議や打合せ、広報等の資料から、社会福

祉事業全体の情報を把握しています。こうした地域の状況はプログラムの立案に活かしています。地域の年配の

方が子どもたちと交流して元気になれるような関係づくりを目指しています。 

② 館長は児童館の経営状況や課題を常に意識し、毎年開催する理事会・評議員会では事業報告・決算報告を説

明して役員との共有がされています。 

③ 職員一人ひとりの、法人と児童館の一員としての帰属意識や、コスト意識を高める観点からも、役員のみならず

職員にも法人の経営状況や課題を周知することで、法人運営や児童館運営により一丸となって取り組まれること

が期待できます。 

 

Ⅰ-３ 事業計画の策定 

【評価項目】 Ⅰ-３-（１） 中・長期（3～5年）的なビジョンと計画が明確にされている。 

Ⅰ-３-（１）-① 中・長期（3～5年）的なビジョンを明確にした計画が策定されている。 

標準項目 判定 

1 中・長期（3～５年）計画において、理念や基本方針の実現に向けた目標（ビジョン）を明確にしている。 〇 

２ 中・長期（3～５年）計画は、数値目標や具体的な成果等を設定することなどにより、実施状況の評価を行

える内容となっている。 
－ 

３ 中・長期（3～５年）計画は必要に応じて見直しを行っている。 〇 

４ 中・長期（3～５年）計画は、児童館ガイドラインに示された、児童館の施設としての 6 つの基本特性並び

に 3つの特性を発揮させるような内容になっている。 
〇 
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５ 中・長期（3～５年）計画は、子どもの福祉や地域の実情を十分に理解し、安定した財政基盤と運営体制

を有し、継続的・安定的に運営することを目指す内容となっている。 
〇 

   Ⅰ-３-(1)-② 中・長期（3～５年）計画を踏まえた単年度の計画が策定されている。 

標準項目 判定 

1 単年度の計画には、中・長期（3～５年）計画の内容を反映した単年度における事業内容が具体的に示さ

れている。 
〇 

2 単年度の事業計画は、実行可能な具体的な内容となっている。 〇 

３ 単年度の事業計画は、数値目標や具体的な成果等を設定することなどにより、実施状況の評価を行える

内容となっている。 
〇 

【評価項目】Ⅰ-３-（１） について 

講評 

中・長期計画は、指定管理の申請を区切りとして現状分析を行って、法人の目指す方向性にしたがって

見直し、策定しています。 

① 中・長期計画は５年ごとの指定管理申請期を区切りに評価を行い、その結果を反映させて次期中・長期計画の

策定につなげています。また、社会の動向により、計画の進行に支障が生じたり、目指す目標の変更が必要とな

ったりした際には見直しを図り、新たな計画を策定することとしています。 

② 児童館は経営法人にとって、法人と地域の子ども・子育て家庭をつなぎ、乳幼児から高齢者までが安心して暮ら

せる地域社会を目指す拠点として位置付けられ、安定した経済基盤の元で運営しています。財務状況は毎年度

法人ホームページを更新して開示を行っています。 

③ 中・長期計画の目標達成に向けて各年度の計画を立案しています。各年度でも目標を設定し、それに向けた各事

業の実施という流れになっています。年度の終わりには総括を行い、目標の達成度合いも検討しています。人数

制限を行わざるを得ないコロナ禍の現在、数値目標は設定していません。 

 

【評価項目】 Ⅰ-３-（2） 事業計画が適切に策定されている。 

Ⅰ-３-（２）-① 事業計画の策定と実施状況の把握や評価・見直しが組織的に行われ、 職員が理解している。 

標準項目 判定 

1 事業計画が、職員等の参画や意見の集約・反映のもとで策定されている。 〇 

2 事業計画が、あらかじめ定められた時期、手順にもとづいて評価されている。 〇 

3 評価の結果にもとづいて事業計画の見直しを行っている。 〇 

4 事業計画が、職員に周知（会議や研修会における説明等が）されており、理解を促すための取組を行って

いる。 
〇 
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   Ⅰ-３-(２)-② 事業計画は、利用者等に周知され、理解を促している。 

標準項目 判定 

1 事業計画の主な内容が、利用者等に周知（配布、掲示、説明等）されている。 〇 

２ 事業計画の主な内容を分かりやすく説明した資料を作成するなどの方法によって、利用者等がより理解し

やすいような工夫を行っている。 
〇 

３ 事業計画については、利用者等の参加を促す観点から周知、説明の工夫を行っている。 〇 

【評価項目】Ⅰ-３-（2） について 

講評 

実施事業の情報提供は月ごとのお便りを中心に行って、利用者の参加を促しています。 

① 年度の事業計画は、毎月の児童館便りに月の行事のお知らせなどを掲載しています。変更となった場合はお便り

でお知らせするなどの工夫をしつつ、年度内のおおよその事業計画が一覧できる掲示や配布がされると、利用者

が見通しをもって参加を検討することができるようになるかもしれません。 

② 次年度の計画策定は、児童館担当、放課後児童クラブ担当の職員がそれぞれの担当で計画案を検討して提出

し、それを会議でさらに議論しています。その際には、利用者アンケートも参考とし、利用者本位の立案に努めて

います。 

③ 乳幼児の活動については、年間計画や月のお便りを作成して、わかりやすい形で情報提供しています。また、放

課後児童クラブはしおりを作成する際に、年間を通して活用できるような内容にするよう努めています。コロナ禍

のため、直接保護者と話す機会がない中、Zoom などを活用した懇談会の席で説明するなど、紙媒体以外の方

法も使って、やり取りが途切れない工夫もしています。 

 

 

Ⅰ-４ 福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組 

【評価項目】Ⅰ-４-（１） 質の向上に向けた取組が組織的・計画的に行われている。 

Ⅰ-４-（１）-① 児童館活動の質の向上に向けた取組が組織的に行われ、機能している。 

標準項目 判定 

1 組織的に PDCA サイクルにもとづく児童館活動の質の向上に関する取組を実施している。 ー 

2 児童館活動の内容について組織的に評価（C：Check）を行う体制が整備されている。 〇 

3 定められた評価基準にもとづいて、年に 1 回以上自己評価を行い、その結果を公表している。 〇 

4 評価を行う際には、利用者等の意見を取り入れるよう努めている。 〇 

５ 第三者評価を定期的に受審している。 〇 

６ 評価結果を分析・検討する場が、組織として位置づけられ実行されている。 ー 

 

   Ⅰ-４-(１)-② 評価結果にもとづき組織として取組むべき課題を明確にし、計画的な 改善策を実施している。 

標準項目 判定 

1 評価結果を分析した結果やそれにもとづく課題が文書化されている。 〇 

2 職員間で課題の共有化が図られている。 〇 

3 評価結果から明確になった課題について、職員の参画のもとで改善策や改善計画を策定する仕組みがあ

る。 
〇 
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4 評価結果にもとづく改善の取組を計画的に行っている。 〇 

【評価項目】Ⅰ-４-（１） について 

講評 

自己評価、第三者評価を実施し、中・長期の視点をもった利用者本位の計画立案に努めています。 

① 京都市の仕組みとして毎年度末に提出する「児童館事業年間活動報告書」があり、その中で成果と課題を示し

ています。報告書は児童館ホームページで公開し、誰もが閲覧できるようになっています。 

② 次年度の事業計画を検討する際には、必ず当年度の総括を行い、その内容を踏まえています。総括を行う際に

は、各職員の意見、利用者アンケートを用いて総合的に検討、評価し、計画策定の材料としています。 

③ 指定管理の申請期を区切りとして、第三者評価を受審しています。評価結果はホームページで公開するとともに、

改善と一層の向上に向けて活用することにしており、中・長期計画策定の中に内容を取り込むよう努めています。 
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≪Ⅱ 組織の運営管理≫ 

Ⅱ-１ 管理者（館長等）の責任とリーダーシップ 

【評価項目】 Ⅱ-１-（１）管理者の責任が明確にされている。 

   Ⅱ-1-（1）-① 管理者は、自らの役割と責任を職員に対して表明し理解を図っている。 

標準項目 判定 

1 管理者は、自らの経営・管理に関する方針と取組を明確にしている。 〇 

2 管理者は、自らの役割と責任について、組織内の広報誌等に掲載し表明している。 〇 

3 管理者は、自らの役割と責任を含む職務分掌等について、文書化するとともに、会議や研修において表明

し周知が図られている。 
〇 

4 平常時のみならず、有事（災害、事故等）における管理者の役割と責任について、不在時の権限委任等を

含め明確化されている。 
〇 

 

Ⅱ-1-（1）-② 遵守すべき法令等を正しく理解するための取組を行っている。 

標準項目 判定 

1 管理者は、遵守すべき法令及び児童館ガイドラインに示されている児童館の社会的責任、職場倫理等を

十分に理解しており、利害関係者（取引事業者、行政関係者等）との適正な関係を保持している。 
〇 

2 管理者は、法令遵守の観点での経営に関する研修や勉強会に参加している。 〇 

3 管理者は、福祉分野に限らず幅広い分野について遵守すべき法令等を把握し、取組を行っている。 〇 

4 管理者は、職員に対して遵守すべき法令や児童館の社会的責任、職場倫理等を周知し、また遵守するた

めの具体的な取組を行っている。 
〇 

５ 管理者は、事業の目的及び運営の方針、利用する子どもの把握、保護者との連絡、事故防止、非常災害

対策、子どもや保護者の人権への配慮、子どもの権利擁護、守秘義務、個人情報の管理等の重要事項に

関する運営管理規程 を定め、その内容を職員に周知、遵守するための取組を行っている。 

〇 

【評価項目】 Ⅱ-１-（１） について 

講評 

館長は職員に対してコンプライアンスや職場倫理などを周知、浸透するための確認を行い、確かな児

童館運営を進めています。 

① 館長は毎年度当初にあらためて「職員行動規範」「児童館職員としての心得」や「仕事を行うにあたって」等の児

童館職員として必須となる事項を職員と共に確認するなど、リーダーシップをもって館の運営をリードしています。 

② 児童館便りに苦情解決窓口として館長名を公表し、館長としての責任の所在を明確化しています。 

③ 児童館のコンプライアンスマニュアル、職員行動規範を持ち、コンプライアンス研修などで確認・学習しています。

職員の意識づけのためにも、常日頃の確認が重要と思われます。 

 

【評価項目】Ⅱ-１-(２) 管理者のリーダーシップが発揮されている。  

Ⅱ-1-（2）-① 児童館活動の質の向上に意欲をもちその取組に指導力を発揮している。  

標準項目 判定 

1 管理者は、実施する児童館活動の質の現状について定期的、継続的に評価・分析を行っている。 〇 

2 管理者は、児童館活動の質に関する課題を把握し、改善のための具体的な取組を明示して指導力を発揮

している。 
〇 

3 管理者は、児童館活動の質の向上について組織内に具体的な体制を構築し、自らもその活動に積極的に

参画している。 
〇 
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４ 管理者は、児童館活動の質の向上について、職員の意見を反映するための具体的な取組を行っている。 〇 

５ 管理者は、児童館活動の質の向上について、職員の教育・研修の充実を図っている。 〇 

 

Ⅱ-1-（2）-② 経営の改善や業務の実行性を高める取組に指導力を発揮している。 

標準項目 判定 

1 管理者は、経営の改善や業務の実効性の向上に向けて、人事、労務、財務等を踏まえ分析を行っている。 〇 

2 管理者は、組織の理念や基本方針の実現に向けて、人員配置、職員の働きやすい環境整備等、具体的に

取り組んでいる。 
〇 

3 管理者は、経営の改善や業務の実効性の向上に向けて、組織内に同様の意識を形成するための取組を

行っている。 
〇 

４ 管理者は、経営の改善や業務の実効性を高めるために組織内に具体的な体制を構築し、自らもその活動

に積極的に参画している。 
ー 

 

【評価項目】Ⅱ-１-(２) について 

講評 

館長は半期ごとの職員ヒアリングや研修機会を通じて、積極的に児童館の質の向上に向けて働きかけ

ています。 

① 半期ごとに職員ヒアリングを実施しています。その際に「振り返りシート」に自己評価と児童館に対しての評価を

記入してもらい、本人と児童館運営の内容についての認識を職員と話し合うことで、各職員の考えを把握し、それ

ぞれの向上に役立つようアドバイスをしています。 

② 職員の研修機会は、行政や京都市児童館学童連盟、外部団体の研修に積極域な参加を促して設けています。こ

れにより、情報の更新と資質向上に努めています。館長自身も積極的に研修を受講する姿勢です。 

③ 職員とは、日々のミーティングや職員会議の場を通じて理念や基本方針に基づいた児童館運営を目指し話し合っ

ています。半期ごとのヒアリングでは、職員自身の次年度以降の意向や、職場内の相互の評価などの話も聴き、

仕事に向けた意識の確認や働きやすさの確保に努めています。 
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Ⅱ-２ 福祉人材の確保・育成 

【評価項目】 Ⅱ-２-（１）福祉人材の確保・育成計画、人事管理の体制が整備されている。 

   Ⅱ-２-（1）-① 必要な福祉人材の確保・定着等に関する具体的な計画が確立し、 取組が実施されている。 

標準項目 判定 

1 必要な福祉人材や人員体制に関する基本的な考え方や、福祉人材の確保と育成に関する方針が確立し

ている。 
ー 

2 児童館活動の提供に関わる専門職（「児童の遊びを指導する者」（以下、「児童厚生員」という。）の配置

等、必要な福祉人材や人員体制について具体的な計画がある。 
ー 

3 計画にもとづいた人材の確保や育成が実施されている。 ー 

４ 法人（児童館）は、様々な機会を活用して研修を実施し、職員の資質向上に努めている。 〇 

５ 研修が日常活動に生かされるように、職員全員が子どもの理解と課題を共有し対応を協議する機会を設

けている。 
〇 

６ 法人（児童館）として、効果的な福祉人材確保（採用活動等）を実施している。 〇 

 

Ⅱ-２-（1）-② 総合的な人事管理が行われている。 

標準項目 判定 

1 法人（児童館）の理念・基本方針にもとづき「期待する職員像等」を明確にしている。 〇 

2 人事基準（採用、配置、異動、昇進・昇格等に関する基準）が明確に定められ、職員等に周知されている。 ー 

3 一定の人事基準にもとづき、職員の専門性や職務遂行能力、職務に関する成果や貢献度等を評価してい

る。 
ー 

４ 職員処遇の水準について、処遇改善の必要性等を評価・分析するための取組を行っている。 ー 

５ 把握した職員の意向・意見や評価・分析等にもとづき、改善策を検討・実施している。 ー 

６ 職員が、自ら将来の姿を描くことができるような総合的な仕組みづくりができている。 ー 

【評価項目】 Ⅱ-２-（１） について 

講評 

明確な職員像を示していますが、今後は職員の人事基準や処遇についての仕組みの明示も期待され

ます。 

① 「子どもに愛情を持ち、子どもたちの可能性を信じることができる職員」、「常に向上心を持ち、責任のある仕事

ができる職員」、「何にでも積極的にチャレンジする職員、新しい変化に臨機応変に対応し、いろいろなことを創

造できる職員」、「心身共に健康で明るい職員」を期待する職員像として表明しています。職員には職員心得など

に関する話を通じて職員に伝えています。 

② 京都市の保育団体が実施するイベントに出展して活動紹介や人材募集の説明を行うなど、児童館の運営上必要

となった際に採用活動を実施しています。 

③ 法人として児童館職員の人事基準やキャリアパスなどの明確化がされていないようです。職員が意欲と見通しを

持って仕事に臨むことができるよう、今後の検討が望まれるところです。 

 

【評価項目】Ⅱ-２-（2）職員の就業状況に配慮がなされている。 

Ⅱ-２-（2）-① 職員の就業状況や意向を把握し、働きやすい職場づくりに取組んでいる。  

標準項目 判定 

1 職員の就業状況や意向の把握等にもとづく労務管理に関する責任体制を明確にしている。 〇 

2 職員の有給休暇の取得状況や時間外労働のデータを定期的に確認するなど、職員の就業状況を把握し

ている。 
〇 
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3 職員の心身の健康と安全の確保に努め、その内容を職員に周知している。 〇 

４ 定期的に職員との個別面談の機会を設ける、職員の悩み相談窓口を組織内に設置するなど、職員が相

談しやすいような組織内の工夫をしている。 
〇 

５ 職員の希望の聴取等をもとに、総合的な福利厚生を実施している。 〇 

６ ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）に配慮した取組を行っている。 〇 

７ 改善策については、福祉人材や人員体制に関する具体的な計画に反映し実行している。 ー 

８ 福祉人材の確保、定着の観点から、組織の魅力を高める取組や働きやすい職場づくりに関する取組を行

っている。 
〇 

【評価項目】Ⅱ-２-（2）について 

講評 

職員の就業状況や健康管理に配慮し、人材を大切にした運営に努めています。 

① 就業規程に基づき、館長が有休休暇の取得や超過勤務の把握を行い、適正な管理運営を行っています。 

② 職員の健康管理は、法人の健康管理に関わる規程に基づいて行っています。職員ヒアリングで各職員の心身の

状況や意向などの声を聴くことに努めています。館長に直接言いにくい話の場合、法人運営児童館の間で他館

の館長に相談することができる仕組みも持っています。 

③ 子どもの福祉に関わる人材を輩出したい考えから、大学生のアルバイトを採用して、仕事の魅力を伝えるよう努

めています。その結果、児童館に就職したり、教職の道に進んだりする学生も出ています。館長は、今後は同法人

の他の児童館にも同様に広めたいと考えています。 

 

【評価項目】Ⅱ-２-（3）職員の質の向上に向けた体制が確立されている。 

Ⅱ-２-（３）-① 職員一人ひとりの育成に向けた取組を行っている。 

標準項目 判定 

1 職員一人ひとりの目標管理のための仕組みが構築されている。 〇 

2 個別面接を行う等組織の目標や方針を徹底し、コミュニケーションのもとで職員一人ひとりの目標が設定

されている。 
〇 

３ 職員一人ひとりが設定した目標について、中間面接を行うなど、適切に進捗状況の確認が行われている。  〇 

４ 職員一人ひとりが設定した目標について、年度当初・年度末（期末）面接を行うなど、目標達成度の確認

を行っている。  
〇 

 

Ⅱ-２-（３）-② 職員の研修に関する基本方針や計画が策定され、研修が実施されている。 

標準項目 判定 

1 組織が目指す児童館活動を実施するために、研修に関する基本方針や計画の中に、「期待する職員像」

を明示している。 
〇 

2 現在実施している児童館活動の内容や目標を踏まえて、研修に関する基本方針や計画の中に、組織が職

員に必要とされる専門技術や専門資格を明示している。 
ー 

3 研修が日常活動に生かされるように、職員全員が子どもの理解と課題を共有し対応を協議する機会を設

けている。 
〇 

４ 策定された研修計画にもとづき、研修が実施されている。 〇 

５ 定期的に計画の評価と見直しを行っている。 〇 

６ 定期的に研修内容やカリキュラムの評価と見直しを行っている。 〇 
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Ⅱ-２-（３）-③ 職員一人ひとりの研修の機会が確保されている。 

標準項目 判定 

1 個別の職員の知識、技術水準、専門資格の取得状況等を把握している。 〇 

2 新任職員をはじめ職員の経験や習熟度に配慮した個別的な OJTが適切に行われている。 〇 

3 階層別研修、職種別研修、テーマ別研修等の機会を確保し、職員の職務や必要とする知識・技術水準に

応じた研修 を実施している。 
〇 

４ 外部研修に関する情報提供を適切に行うとともに、参加を勧奨している。 〇 

５ 職員一人ひとりが、研修の場に参加できるよう配慮している。 〇 

【評価項目】Ⅱ-２-（３）について 

講評 

職員の研修機会を多く設け、職員の資質向上と理念の実現に向けた児童館運営に努めています 

① 職員ヒアリングを実施するにあたって、職員は「半期振り返りシート」や「ヒアリング参考資料」に記入し、昨年度

と当年度の自己評価比較や当年度の振り返りなどを行って臨んでいます。事業計画を踏まえた自己の目標設定

とその進捗、自己評価、課題が１シートで管理できる書式にすると、振り返りが容易になり、理解がさらに深まるも

のと思われます。 

② 「児童館職員としての心得」には、法人理念と職員が職務に当たるにあたって注意すべき内容が記載され、職員

はいつでも確認することができます。 

③ 京都市児童館学童連盟や外部団体主催の研修を活用して、職員の研修機会を積極的に確保し、常に職員の資

質向上と児童館運営への反映を意識しています。 

 

【評価項目】Ⅱ-２-（４）実習生等の福祉サービスに関わる専門職の研修・育成が適切に行われている。 

Ⅱ-２-（４）-① 実習生等の児童館活動に関わる専門職等の教育・育成について体制を 整備し、積極的な取

組をしている。 

標準項目 判定 

１ 実習生等の児童館活動に関わる専門職の教育・育成についてのマニュアルが整備されている。 ー 

２ 実習生については、学校側と、実習内容について連携してプログラムを整備するとともに、実習期間中に

おいても継続的な連携を維持していくための工夫を行っている。 
ー 

【評価項目】Ⅱ-２-（４）について 

講評 

児童福祉に携わる人材育成のために、今後は学生の児童館実習を受け入れたいと考えています。 

① 法人としての実習マニュアルはありますが、児童館実習に関わる専用マニュアルはありません。 

② 児童館としては、児童福祉に関わる人材育成に積極的に関わりたい考えから実習生の受入れも行いたいと考え

ていますが、現在は行えていません。 
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Ⅱ-３ 運営の透明性の確保 

【評価項目】 Ⅱ-３-（１）運営の透明性を確保するための取組が行われている。 

   Ⅱ-３-（1）-① 運営の透明性を確保するための情報公開が行われている。 

標準項目 判定 

1 ホームページ等の活用により、法人（児童館）の理念や基本方針、提供する活動の内容、事業計画、事業

報告、予算、決算情報が適切に公開されている。 
〇 

2 事業内容について自己評価を行い、その結果を公開するよう努めている。 〇 

3 児童館における地域の福祉向上のための取組の実施状況、第三者評価の受審、苦情・相談の体制や内

容について公表している。 
〇 

４ 第三者評価の受審結果、苦情・相談の体制や内容にもとづく改善・対応の状況について公表している。 ー 

５ 法人（児童館）の理念、基本方針やビジョン等について、社会・地域に対して明示・説明し、法人（児童

館）の存在意義や役割を明確にするように努めている。 
〇 

６ 地域へ向けて、理念や基本方針、児童館で行っている活動等を説明した印刷物や広報誌等を配布してい

る。 
〇 

 

Ⅱ-３-（1）-② 公正かつ透明性の高い適正な経営・運営のための取組が行われている。 

標準項目 判定 

1 法人（児童館）における事務、経理、取引等に関するルール、職務分掌と権限・責任が明確にされ、職員

等に周知している。 
〇 

2 法人（児童館）における事務、経理、取引等について内部監査を実施するなど、定期的に確認されてい

る。 
〇 

3 法人（児童館）の事業、財務について、外部の専門家による監査支援等を実施している。 〇 

４ 外部の専門家による監査支援等の結果や指摘事項にもとづいて、経営改善を実施している。 〇 

【評価項目】 Ⅱ-３-（１） について 

講評 

自己評価や第三者評価の結果、収支報告をホームページに搭載するなど、運営の透明性を図っていま

す。 

① 児童館専用ホームページで各年度の事業計画、事業報告、自己評価などの公表を行っています。また、法人は

WAM ネットを活用して収支を公表しています。今後は児童館ホームページと WAM ネットのリンクを貼るなどの

スムーズな情報の連携が期待されます。 

② 第三者評価の受審結果は、評価結果報告書をホームページに搭載し、誰もが確認できるようになっています。ま

た、苦情・相談の受付体制についても公開していますが、その内容については個別案件が多いことから公表して

いません。 

③ 法人全体で経理事務は２重チェックを行う仕組みとなっています。また、監査支援は法人が全体の会計監査の中

でチェックを受けています。 
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Ⅱ-４ 地域との交流、地域貢献 

【評価項目】 Ⅱ-４-（１）地域との関係が適切に確保されている。 

   Ⅱ-４-（1）-① 利用者と地域との交流を広げるための取組を行っている。 

標準項目 判定 

1 地域との関わり方について基本的な考え方を文書化している。 〇 

2 活用できる社会資源や地域の情報を収集し、掲示板の利用等で利用者に提供している。 〇 

3 利用者の個別的状況に配慮しつつ地域の行事や活動に参加する際、必要があれば職員やボランティア

が支援を行う体制が整っている。 
〇 

４ 児童館や利用者への理解を得るために、地域の人々と利用者との交流の機会を定期的に設けている。 〇 

５ 個々の利用者のニーズに応じて、地域における社会資源を利用するよう推奨している。 〇 

６ 地域住民等が児童館を活用できるように働きかけることなどにより、児童館の周知を図るとともに、地域

の人材・組織等との連携・協力関係を築いている。 
〇 

 

Ⅱ-４-（1）-② ボランティア等の受入れに対する基本姿勢を明確にし体制を確立している。  

標準項目 判定 

1 ボランティア受入れに関する基本姿勢を明文化している。 〇 

2 地域の学校教育等への協力（職場体験、触れ合い授業等）について基本姿勢を明文化している。 ー 

3 ボランティア受入れについて、登録手続、ボランティアの配置、事前説明等に関する項目が記載されたマ

ニュアルを整備している。 
〇 

４ ボランティアに対して利用者との交流を図る視点等で必要な研修、支援を行っている。 ー 

 

【評価項目】 Ⅱ-４-（１） について 

講評 

利用者と児童館をつなぐために、様々な形で児童館活動の周知を行ったり、地域資源の参画を得たり

しています。 

① 児童館の理念・基本方針や年度ごとの養育目標の中に、地域に開かれた児童館運営、地域の赤ちゃんからお年

寄りまで、誰もが安心して暮らせる学区の中心として活動することを謳っています。 

② 地域の方に児童館を知っていただき、利用者と地域の方々との交流を図る事業として、児童館まつりなどを行っ

ていましたが、コロナ禍のため実施ができない状況です。児童館便りを配布するほか、ウェブで児童館紹介動画

を配信したり、ホームページや SNS で活動の様子を配信したりするなど、様々な媒体で情報発信に努めていま

す。 

③ 子どもたちの活動にボランティアや団体の関わりを積極的に取り入れて、子どもたちの多様な体験と人間関係を

経験する機会を作っています。ボランティアに説明する際に明示する資料を作成し、児童館とボランティア双方の

考えを確認し合うことで、さらに活動内での双方の効果が高まるものと思われます。 

 

【評価項目】 Ⅱ-４-（２）関係機関との連携が確保されている。 

   Ⅱ-４-（２）-① 児童館として必要な社会資源を明確にし、関係機関等との連携が適切に行われている。 

標準項目 判定 

1 当該地域の関係機関・団体について、個々の利用者の状況に対応できる社会資源を明示したリストや資料

を作成している。 
〇 

2 職員会議で説明するなど、職員間で情報の共有化が図られている。 〇 
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3 関係機関・団体と定期的な連絡会等を行っている。 〇 

４ 地域の関係機関・団体の共通の問題に対して、解決に向けて協働して具体的な取組を行っている。 － 

【評価項目】 Ⅱ-４-（２） について 

講評 

地域の社会資源に関する情報は職員間で共有され、事業連携や情報交換に活用されています。 

① 地域の行政サービスや施設、関係団体、機関についての情報は職員間で共有ができるように資料化されていま

す。また、常日頃より連絡を頻繁にとったり、緊急時にすぐに連絡を要したりする場所については、事務室の目に

つきやすい場所に掲示しています。 

② 地域子育て支援連絡会での事業連携や相談会などでの民生児童委員、保育所等とのつながりがあります。 

 

【評価項目】 Ⅱ-４-（３）地域の福祉向上のための取組を行っている。 

   Ⅱ-４-（３）-① 地域の福祉ニーズ等を把握するための取組が行われている。 

標準項目 判定 

1 法人（児童館）が実施する事業や運営協議会の開催、関係機関・団体との連携、地域の各種会合への参

加、地域住民との交流活動などを通じて、地域の福祉ニーズや生活課題等の把握に努めている。 
〇 

 

Ⅱ-４-（３）-② 地域の福祉ニーズ等にもとづく公益的な事業・活動が行われている。   

標準項目 判定 

１ 把握した地域の福祉ニーズ等にもとづいた具体的な事業・活動を、計画等で明示している。 〇 

２ 多様な機関等と連携して、社会福祉分野のみならず、地域コミュニティの活性化やまちづくりなどにも貢献

している。 
〇 

３ 法人（児童館）が有する福祉サービスの提供に関するノウハウや専門的な情報を、地域に還元する取組を

積極的に行っている。 
〇 

４ 地域の防災対策や、被災時における福祉的な支援を必要とする人びと、住民の安全・安心のための備えや

支援の取組を行っている。 
〇 

 

【評価項目】 Ⅱ-４-（３） について 

講評 

児童館が核となって、子ども・子育て家庭と地域の方々とをつなぐ役割を果たしています。 

① 桂徳子育て連絡会の中核として会に参画し、小学校、保育園、民生児童委員会、地区社協などの地域の子どもと

子育てに関わる機関・団体と連携して、情報発信やイベントの開催を行っています。コロナ禍のため、イベントの

開催はできていませんが、連絡会の会合では各団体の近況報告や地域の子どもについての情報交換を行って、

地域のニーズの把握に努めています。 

② 上記①で把握したニーズは、桂徳子育て連絡会の事業として児童館の年間計画の中にも記載され、乳幼児親子

の交流や相談活動の場を展開して受け止め、地域の子ども・子育て家庭と地域とをつなぐ役割となっています。

この事業は、児童館の乳幼児親子利用へとつなぐきっかけにもなっています。 

③ 地域の方を講師とした講座の開催や、日常のボランティアとしての協力、児童館まつりへの参加など、児童館が

核となって子どものために地域の方々がつながる、緩やかなネットワークが形成されていた実績があります。今後

は感染症対策を行いながら、こうした展開を再開したい考えです。 
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≪Ⅲ 適切な福祉サービスの実施≫ 

Ⅲ-１ 利用者本位の福祉サービス  

【評価項目】 Ⅲ-１-（１） 利用者を尊重する姿勢が明示されている。 

   Ⅲ-1-（1）-① 利用者を尊重した児童館活動について共通の理解をもつための取組を行っている。 

標準項目 判定 

1 理念や基本方針に、利用者を尊重した児童館活動の実施について明示し、職員が理解し実践するための

取組を行っている。 
〇 

2 利用者を尊重した児童館活動の提供に関する「倫理綱領」や規程等を策定し、職員が理解し実践するた

めの取組を行っている。 
〇 

3 利用者を尊重した児童館活動の提供に関する基本姿勢が、個々の活動の標準的な実施方法等に反映さ

れている。 
〇 

4 利用者の尊重や基本的人権への配慮について、組織で勉強会・研修を実施している。 〇 

５ 利用者の尊重や基本的人権への配慮について、状況を把握する仕組みがあり、必要に応じて対応を図っ

ている。 
ー 

 

Ⅲ-1-（1）-② 利用者のプライバシー保護に配慮した児童館活動が行われている。 

標準項目 判定 

1 利用者のプライバシー保護について、社会福祉事業に携わる者としての姿勢・責務等を明記した規程・マ

ニュアル等が整備され、職員への研修によりその理解が図られている。 
〇 

2 規程・マニュアル等にもとづいて、子どもの利益に反しない限りにおいて、プライバシーに配慮した児童館

活動が実施されている。 
〇 

3 利用者にプライバシー保護に関する取組を周知している。 〇 

【評価項目】 Ⅲ-１-（１） について 

 

利用者の尊重は、理念・基本方針、職員行動規範などで明示され、常に意識し、理解を深めながら児

童館活動を行っています。 

① 児童館の理念・基本方針の中で、子どもに寄り添い、子どもの自立を支援する取組を行うということを謳い、子ど

もの人権の尊重を常に意識して活動しています。理念・基本方針は日頃より館内の掲示で確認ができるととも

に、年間活動計画を立てる際にも職員と確認をしています。 

② 倫理綱領、職員行動規範を定め、個人の尊厳、人権の尊重、自己選択・自己決定権の尊重などを明示していま

す。職員は、京都市児童館学童連盟が行う人権研修などに参加して確認と理解を深めています。さらに、法人・児

童館として定期的に倫理綱領や行動規範を確認するなど、組織としての取組も求められます。 

③ 利用者のプライバシー保護については、コンプライアンス規程及びマニュアルを定め、さらに職員心得などでも

明示されています。コンプライアンスの重要性は研修で理解を深めています。 

 

【評価項目】 Ⅲ-１-（２） 福祉サービスの提供に関する説明と同意（自己決定）が適切に行われている。 

   Ⅲ-1-（２）-① 利用希望者に対して児童館を利用するために必要な情報を積極的に提供している。 

標準項目 判定 

1 理念や基本方針、実施する児童館活動の内容や児童館の特性等を紹介した資料を、公共施設等の多く

の人が入手できる場所に置いている。 
〇 

2 組織を紹介する資料は、言葉遣いや写真・図・絵の使用等で誰にでもわかるような内容にしている。 〇 

3 児童館の利用希望者については、個別にていねいな説明を実施している。 〇 
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4 児童館で行われている事業等への見学、体験利用等の希望に対応している。 〇 

５ 利用希望者に対する情報提供について、適宜見直しを実施している。 〇 

 

Ⅲ-1-（２）-② 児童館活動の開始・変更にあたり利用者にわかりやすく説明している。 

標準項目 判定 

1 児童館活動の開始・変更時の活動の内容に関する説明と同意にあたっては、利用者の自己決定を尊重し

ている。 
〇 

2 児童館活動の開始・変更時には、利用者がわかりやすいように工夫した資料を用いて説明している。 〇 

3 説明にあたっては、利用者等が理解しやすいような工夫や配慮を行っている。 〇 

4 児童館活動の開始・変更時には、利用者等の同意を得たうえでその内容を書面で残している。 〇 

５ 配慮が必要な利用者への配慮についてルール化され、適正な説明、運用が図られている。 ー 

【評価項目】 Ⅲ-１-（２） について 

講評 

初来館時や入会申し込みでは、わかりやすいパンフレットを渡したり、丁寧な説明を行って利用者の判

断に必要な情報を伝えています。 

① 児童館の理念、児童館が行っている「子育て支援活動」「子ども育成活動」「地域交流」「学童クラブ」を掲載し

た桂徳児童館のパンフレットが準備されています。パンフレットは初めて来館された方にお渡ししたり、気軽に手

に取れるように配架したりしています。 

② パンフレットは活動の様子や館内設備の写真が多く掲載され、児童館に行ったことがない方でも、どのような所

なのかがイメージしやすいように作られています。 

③ 登録が必要な乳幼児クラブや放課後児童クラブでは、申込前に説明会を開催しています。説明の際には活動の

様子を写真で見せたり、資料を用いて利用時に一定のルールがあることも説明したりして、利用希望者が予め知

っておくべき情報を丁寧に説明することを心がけています。 

 

【評価項目】 Ⅲ-１-（３） 利用者満足の向上に努めている。 

   Ⅲ-1-（３）-① 利用者満足の向上を目的とする仕組みを整備し、取組を行っている。 

標準項目 判定 

1 利用者満足に関する調査が定期的に行われている。 〇 

２ 利用者満足を把握し、児童館活動の充実を図る目的で、運営協議会等を設置し、職員等が出席している。 ー 

３ 利用者満足に関する調査の担当者等の設置や、把握した結果を分析・検討するために、利用者参画のも

とで検討会議の設置等が行われている。 
〇 

４ 分析・検討の結果にもとづいて具体的な改善を行っている。 〇 

【評価項目】 Ⅲ-１-（３） について 

講評 

利用者アンケートや日頃の利用者の言動から要望を把握し、改善などに役立てています。 

① 毎年度、利用児童、乳幼児・放課後児童クラブ利用保護者に対してアンケートを実施して、参加した感想や要望

などを把握しています。アンケートの集計結果はホームページで公表しています。 

② アンケートの質問項目は、法人運営児童館のよりよい運営に向けて、館長会議で検討して項目を揃えるなどの改

善を行っています。 

③ 児童館運営協議会の設置はされていませんが、職員が日ごろの活動の中で見聞きした利用者の様子や声、地域

の方々の意見も重要な資料となって運営の改善や新しい事業の検討に活かされています。アンケートなどの意見

を受けて改善されたことがホームページや玄関掲示、お便りなどで公表されることで、アンケートへの協力など

が、より高まると思われます。 
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【評価項目】 Ⅲ-１-（４） 利用者が意見等を述べやすい体制が確保されている。 

   Ⅲ-1-（４）-① 苦情解決の仕組みが確立しており、周知・機能している。 

標準項目 判定 

1 苦情解決の体制（苦情解決責任者の設置、苦情受付担当者の設置、第三者委員の設置や解決に向けた

手順の整理）が整備されている。 
〇 

2 苦情解決の仕組みをわかりやすく説明した掲示物が掲示され、資料を利用者等に配布し説明している。 〇 

3 苦情記入カードの配布やアンケート(匿名)を実施するなど、利用者等が苦情を申し出しやすい工夫を行っ

ている。 
〇 

4 苦情内容については、受付と解決を図った記録が適切に保管されている。 〇 

５ 苦情内容に関する検討内容や対応策については、利用者等に必ずフィードバックしている。 〇 

６ 苦情内容及び解決結果等は、苦情を申し出た利用者等に配慮したうえで、公表している。 ー 

７ 苦情相談内容にもとづき、児童館活動の質の向上に関わる取組が行われている 〇 

 

Ⅲ-1-（４）-② 利用者が相談や意見を述べやすい環境を整備し、利用者等に周知している。 

標準項目 判定 

1 利用者が相談したり意見を述べたりする際に、複数の方法や相手を自由に選べることをわかりやすく説明

した文書を作成している。 
ー 

2 利用者等に、その文書の配布やわかりやすい場所に掲示する等の取組を行っている。 ー 

3 相談をしやすい、意見を述べやすいスペースの確保等の環境に配慮している。 〇 

 

Ⅲ-1-（４）-③ 利用者からの相談や意見に対して、組織的かつ迅速に対応している。 

標準項目 判定 

1 職員は、日々の児童館活動において、利用者が相談しやすく意見を述べやすいように配慮し、適切な相談

対応と意見の傾聴に努めている。 
〇 

2 意見箱の設置、アンケートの実施等、利用者の意見を積極的に把握する取組を行っている。 〇 

3 相談や意見を受けた際の記録の方法や報告の手順、対応策の検討等について定めたマニュアル等を整

備している。 
ー 

4 職員は、把握した相談や意見について、状況を速やかに説明することを含め迅速な対応を行っている。 〇 

５ 意見等にもとづき、児童館活動の改善に向けた取組を行っている。 〇 

６ 対応マニュアル等の定期的な見直しを行っている。 ー 

【評価項目】 Ⅲ-１-（４） について 

講評 

苦情や要望を受付ける窓口が設けられ、いつでも対応可能な体制です。 

① 苦情受付の仕組みが構築され、明示されています。法人本部とは別に苦情解決委員会が設置されています。委

員会は第三者の立場を確保し公正性・中立性を保つ仕組みです。通常の苦情解決窓口は館長が努めており、児

童館便りで紹介もされていますが、苦情・相談内容によっては、直接苦情解決委員会に話ができることをお知ら

せすることが望まれます。 

② 定期的な利用者アンケートの実施や意見箱の設置を行って、気軽に意見や要望を伝えることができるよう対応し

ていますが、職員と利用者との信頼関係があるため、意見箱を活用するより、直接職員や館長に意見や要望を言

うことの方が多い状況です。直接声を届けるのが苦手な利用者のためにも、意見箱の利用を活性化することが期

待されるところです。 

③ 苦情や要望には速やかな対応を行う体制となっていますが、対応マニュアルは存在していません。今後の整備が

求められます。 
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【評価項目】 Ⅲ-１-（５） 安心・安全な福祉サービスの提供のための組織的な取組が行われている。 

   Ⅲ-1-（５）-① 安心・安全な児童館活動の提供を目的とするリスクマネジメント体制が構築されている。 

標準項目 判定 

1 リスクマネジメントに関する責任者の明確化（リスクマネジャーの選任・配置）、リスクマネジメントに関す

る委員会を設置するなどの体制を整備している。 
ー 

2 事故発生時の対応と安全確保について責任、手順（マニュアル）等を明確にし、職員に周知している。 〇 

3 利用者の安心と安全を脅かす事例の収集が積極的に行われている。 〇 

4 収集した事例をもとに、職員の参画のもとで発生要因を分析し、改善策・再発防止策を検討・実施する等

の取組が 行われている。 
〇 

５ 職員に対して、安全確保・事故防止に関する研修を行っている。 〇 

６ 事故防止策等の安全確保策の実施状況や実効性について、定期的に評価・見直しを行っている。 〇 

７ 来館時、帰宅時の安全対策について、保護者への協力を呼びかけ、地域の関係機関・団体等と連携した

不審者情報の共有や見守り活動など地域ぐるみの安全確保策を講じている。 
〇 

 

Ⅲ-1-（５）-② 感染症の予防や発生時における利用者の安全確保のための体制を整備し、取組を行っている。 

標準項目 判定 

1 感染症対策について、責任と役割を明確にした管理体制が整備されている。 〇 

2 感染症の予防と発生時等の対応マニュアル等を作成し、職員に周知徹底している。 〇 

3 担当者等を中心にして、定期的に感染症の予防や安全確保に関する勉強会等を開催している。 ー 

4 感染症の予防策が適切に講じられている。 〇 

５ 感染症の発生した場合には対応が適切に行われている。 〇 

６ 感染症の予防と発生時等の対応マニュアル等を定期的に見直している。 〇 

 

Ⅲ-1-（５）-③ 災害時における利用者の安全確保のための取組を組織的に行っている。 

標準項目 判定 

1 災害時の対応体制が決められている。 〇 

2 立地条件等から災害の影響を把握し、建物・設備類、福祉サービス提供を継続するために必要な対策を

講じている。 
〇 

3 利用者及び職員の安否確認の方法が決められ、すべての職員に周知されている。 〇 

4 食料や備品類等の備蓄リストを作成し、管理者を決めて備蓄を整備している。 ー 

５ 防災計画や事業継続計画（BCP）等を整備し、地元の行政をはじめ、学校、消防署、警察、自治会、福祉

関係団体等と連携するなど、体制をもって訓練を実施している。 
ー 

【評価項目】 Ⅲ-１-（５） について 

講評 

子どものケガ、感染症、防災などの子どもの安全に関わることについてはマニュアルが策定され、定期
的な訓練も実施しています。 

① リスクマネジメントに関する責任者は館長となっていますが専門の委員会の設置はありません。法人運営児童館

同一の「事故防止マニュアル」が策定され、日ごろのヒヤリハット事例は、生じた際に本人が所定の様式に記録し

ています。その情報は、法人運営児童館の間で共有され、それぞれの館での対応に活用されています。 

② 感染症対応に関する責任者は館長となっています。新型コロナウィルス感染症の拡大を受けて、あらためて感染

症マニュアルの見直し、職員会議での対応確認、利用者への消毒、マスク、換気への協力のお願いを進め、対策

の確実性を高めるように努めています。 

③ 防災計画を作成し、学校・消防署・警察と連携した訓練等の実施は行っていますが、事業継続計画（ＢＣＰ）の策

定は未着手です。 
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Ⅲ-２ 福祉サービスの質の確保 

【評価項目】 Ⅲ-２-（１） 提供する福祉サービスの標準的な実施方法が確立している。 

   Ⅲ-２-（1）-① 児童館活動について標準的な実施方法が文書化され活動が提供されている。 

標準項目 判定 

1 標準的な実施方法が適切に文書化されている。 〇 

2 標準的な実施方法には、利用者の尊重、プライバシーの保護や権利擁護に関わる姿勢が明示されてい

る。 
〇 

3 標準的な実施方法について、研修や個別の指導等によって職員に周知徹底するための方策を講じてい

る。 
〇 

4 標準的な実施方法にもとづいて実施されているかどうかを確認する仕組みがある。 〇 

 

Ⅲ-２-（1）-② 標準的な実施方法について見直しをする仕組みが確立している。  

標準項目 判定 

1 児童館活動の標準的な実施方法の検証・見直しに関する時期やその方法が組織で定められている。 〇 

2 児童館活動の標準的な実施方法の検証・見直しが定期的に実施されている。 〇 

3 検証・見直しにあたり、職員や利用者等からの意見や提案が反映されるような仕組みになっている。 〇 

【評価項目】 Ⅲ-２-（１） について 

講評 

児童館職員として念頭に置くべき基本事項を明示して、常に意識されて児童館運営が行われていま

す。 

① 館長が職員に向けて作成した資料「仕事を行うにあたって」や新人職員向けの「仕事の基準」があり、日頃から

その内容を確認しながら、利用児童や保護者の対応を行っています。再確認が必要な場面が生じた際には、ミー

ティング等で話し合いやアドバイスを行っています。 

② 「仕事を行うにあたって」では、常に子ども主体の対応を行うことや、個人情報の保護、守秘義務などが明示さ

れ、職員が確認すべき重要なポイントとなっており、慎重な対応を求めています。 

③ 職員の日常的な動きや運営上の手順等は、日々のミーティングや職員会議の等を通じて職員同士で確認を行う

とともに、変更が必要な場合もすぐに対応しています。その際には、館長からの一方的な指導ではなく、職員の思

いや提案、意見が十分に交わされ、組み込まれるようにしています。 

 

【評価項目】 Ⅲ-２-（２） 福祉サービス実施の記録が適切に行われている。 

   Ⅲ-２-（２）-① 児童館活動の実施状況の記録が適切に行われ、職員間で共有化されている。 

標準項目 判定 

1 日常の利用状況や活動の内容等を、組織が定めた統一した様式によって把握し記録している。 〇 

2 計画等にもとづく児童館活動が実施されていることを記録により確認することができる。 〇 

3 記録する職員で記録内容や書き方に差異が生じないように、記録要領の作成や職員への指導等の工夫

をしている。 
〇 

4 組織における情報の流れが明確にされ、情報の分別や必要な情報が的確に届くような仕組みが整備され

ている。 
〇 

５ 情報共有を目的とした会議の定期的な開催等、部門横断での取組がなされている。 〇 

６ パソコンのネットワークシステムを利用や記録ファイルの回覧等を実施して、事業所内で情報を共有する

仕組みが整備されている。 
〇 
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Ⅲ-２-（２）-② 利用者に関する記録の管理体制が確立している。 

標準項目 判定 

1 個人情報保護規程等により、利用者の記録の保管、保存、廃棄、情報の提供に関する規定を定めている。 〇 

2 個人情報の不適正な利用や漏えいに対する対策と対応方法が規定されている。 〇 

3 記録管理の責任者が設置されている。 〇 

4 記録の管理について個人情報保護の観点から、職員に対し教育や研修が行われている。 〇 

５ 職員は、個人情報保護規程等を理解し、遵守している。 〇 

６ 個人情報の取扱いについて、利用者に説明している。 〇 

【評価項目】 Ⅲ-２-（２） について 

講評 

個人情報は細心の注意を払って、保管・管理が行われています。 

① 子どもたちの利用状況や活動の内容等は、日誌に記録されます。ヒヤリハットや苦情が発生した場合は、その概

略も日誌に記載されますが、詳細が必要な場合はさらに別紙で記録されます。 

② 児童館で取り扱う個人情報の多くは、放課後児童クラブの登録児童・家庭の情報です。管理責任者は館長とな

り、規程に基づいた厳重な管理を行っています。登録制の活動にあたっては、事前に個人情報の取扱いなどにつ

いて説明し、納得いただいたうえで申込をしていただいています。 

③ 個人情報保護に関する規程を持ち、職員会議や施設内研修の機会にその取扱いについて、徹底をしています。 
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≪児童館の活動内容に関する事項≫ 

1、児童館の施設特性 

【評価項目】 １－（１） 施設の基本特性が児童館の理念と目的に基づいて設定されている。 

標準項目 評価 

1 子どもが自らの意思でひとりでも利用することができている。 〇 

2 子どもが遊ぶことができている。 〇 

3 子どもが安心してくつろぐことができている。 〇 

4 子ども同士にとって出会いの場になることができている。 〇 

５ 年齢等の異なる子どもが一緒に過ごし、活動を共にすることができている。 〇 

６ 子どもが困ったときや悩んだときに、職員に相談できるようになっている。 〇 

【評価項目】 １－（１）について 

講評 

児童館の理念と目的に基づいた活動を行っています。 

① 学校の敷地内の立地でもあり、子どもの安全安心な居場所になっています。当該小学校の低学年の多くが館内

の放課後児童クラブ登録のため、自由来館児童の多くは友達との関わりを求めて来館しています。 

② 各部屋は子どもが過ごしやすいよう整理整頓され、環境を整えています。 

クラブ活動（写真部、卓球部）では、様々な子ども同士、異年齢の交流が図られ、活動の幅も広がっています。 

③ 日頃より子どもとの信頼関係の構築に努め、子どもが相談事などを気軽に話ができる関係性ができています。児

童館利用であった子どもが中学生以降も、相談事や困りごとを話に来るなど、職員や児童館が居心地の良い環

境づくりに努めている成果も現れています。 

 

【評価項目】 １－（２） 児童館の特性である、拠点性、多機能性、地域性を発揮している。 

標準項目 評価 

1 地域における子どもの居場所になっている。 〇 

2 
職員が日常的に子どもと関わり、子どものあらゆる課題に直接対応し、必要に応じて関係機関に橋渡しし

ている。 
〇 

3 
児童館が地域の人々に見守られた安心・安全な環境となっており、そこで子どもが自ら成長していくこと

ができている。 
〇 

4 子どもの発達に応じて地域全体へ活動を広げている。 〇 

５ 住民や関係機関等と連携して、地域における子どもの健全育成の環境づくりを進めている。 〇 

【評価項目】 １－（２）について 

講評 

地域の子どもの居場所として、地域との連携が図られ安心した環境づくりに努めています。 

① 小学校の敷地内に立地する児童館のため、地域の子どもたちの身近な居場所になっています。日常的に子ども

たちとの信頼関係に努め、子どもの様子の把握に努めています。 

② 気になる子どもについては個別記録を作成し、継続的に経過を記すとともに、必要に応じて児童相談所やはぐく

み室などの関係機関につないでいます。また隣接する小学校担任との情報共有により、課題を抱えた子どもへの
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対応の確認なども行い、統一した支援を心がけています。 

③ 児童館を含めた地域子育てステーションメンバーの年４回の会議では、コロナ禍での避難所運営の研修を行う

など、地域全体で子どもの健全育成に取り組んでいます。 

 

【評価項目】 １－（３） 子どもの権利を保障するための取組が徹底されている。 

標準項目 評価 

1 子どもの思想・信教の自由について、最大限に配慮し保障している。 〇 

2 子どもに影響のある事柄に関して、子どもが意見を述べ参加できるような機会を設けている。 〇 

3 子ども自身が子どもの権利を知る機会が設けられている。 〇 

4 子どもの権利擁護について、規程・マニュアル等が整備され、職員の理解が図られている。 ー 

５ 権利侵害の防止と早期発見のための具体的な取組を行っている。 〇 

【評価項目】 １－（３）について 

講評 

子どもの意見を尊重する取組みが日常的に行われるなど、子ども主体の活動を心がけています。 

① 子どもが気軽に意見を言えるよう、職員も子どもとの関係性を大事にしています。その他にも「ご意見 BOX」を館

内に設置し、気軽なメモ程度でも意見が言えるような工夫をしています。また、意見のフィードバックも館内に掲示

するなど利用者の気持ちに沿った対応を心がけています。 

② 館内の図書室に「子ども六法」を置き、子どもが手に取りやすいよう、工夫をしています。折に触れ、子どもが意見

を述べられる場の提供や雰囲気づくりを心がけ、子どもの主体性をはぐくむよう努めています。 

③ 職員はコンプライアンス研修を受講していますが、子どもの権利擁護に関するマニュアル等の整備ができていな

い為、早急に作成する予定です。 

 

2、遊びによる子どもの育成 

【評価項目】 ２－（１） 子どもの発達の特徴や発達過程を理解し、一人ひとりの心身の状態を把握して子どもの育 

成を行っている。 

標準項目 評価 

1 職員が、子どもの発達の一般的な特徴や発達過程について、研修等を通じて学んでいる。 〇 

2 子ども一人ひとりの発達特性を把握し、発達の個人差を踏まえて適切な支援を行っている。 〇 

3 遊び及び生活の場で、その時々の一人ひとりの心身の状態に気を配りながら、子どもと信頼関係を築くよ

う努めている。 
〇 

4 子どもへの対応について、個々の事例に関する検討が職員間で行われている。 〇 

【評価項目】 2－（１）について 

講評 

研修や会議を通じて、職員全体の共通認識の基、子どもの育成に取り組んでいます。 

① 京都市児童館学童連盟が主催する研修に積極的に参加することで、職員全体の統一した理解の基、子どもへの

支援を心がけています。 

② 個別支援が必要な子どもの場合は、保護者との個人懇談を行い、適切に支援が行えるよう、個人シートを作成し

職員全体の共通認識につなげています。事例検討などは日常的に適宜行うことで、適切な支援を図っています。 

③ 子どもの来館時には、子ども一人ひとりの表情や声などから体調や心身の状態の把握に努めています。遊びの
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中でも、子ども一人ひとりの様子や関係性など、その都度気になる場面には、職員が寄り添いながら支援するよ

う心掛けています。 

 

【評価項目】 ２－（2） 子どもが自ら遊びを作り出したり遊びを選択できるようにしている。 

標準項目 評価 

1 子どもが自ら遊びを作り出せるよう、環境を整えている。 〇 

2 子どもが自由に遊びを選択できるようになっている。 〇 

3 空間や図書、玩具、遊具等が、子どもの発想で自由に安全に遊べるように工夫されている。 〇 

4 子どもが自発的・創造的に活動できるよう、対応や働きかけについて職員間で確認しあっている。 〇 

【評価項目】 2－（2）について 

講評 

子どもの視点に立った環境設定に努めています。 

① 児童館の外掲示や館内掲示は、利用者（子ども・保護者）にわかりやすく作成されており、児童館の楽しさを表現

していることで、初めての利用者も足を踏み入れやすくなっています。館内の掲示してある利用案内は、禁止を示

すのものではなく、理解しやすいよう言葉遣いにも工夫が見られます。 

② 館内の遊具等の整理整頓は、遊具の写真やわかりやすい字で掲示することで、使いやすく片づけやすい工夫をし

ています。また遊具の貸し出しは、遊具の数だけカードが用意されており、管理もしやすく、子どもも把握しやすく

なっています。 

③ 館内だけではなく、校庭も含めてその日の遊べる場所が受付に表示されており、子どもの活動の選択がスムーズ

になっています。児童館の行事や様々な案内が館内に掲示されていますが、レイアウトやデザインなど、子どもに

も保護者にも見やすく、館内全体の楽しい雰囲気を作りだしています。 

 

【評価項目】 ２－（３） 子ども同士が同年齢や異年齢の集団を形成して、様々な活動に自発的に取組めるように

援助している。 

標準項目 評価 

1 乳幼児から小学生、中・高校生世代までの幅広い年齢の子どもが日常的に気軽に来館している。 〇 

2 幅広い年齢の子どもが一緒に過ごす場があり、日常的に交流したり一緒に遊んだりする様子が見られる。 〇 

3 職員は、子どもが様々な活動に自発的に取組めるように意識して関わっている。 〇 

4 職員は、一人ひとりの子どもの仲間集団との関わりについて具体的に把握しており、それぞれの集団の成

長と その中での個人の成長の過程を意識して関わっている。 
〇 

５ 子どもに対する個別・集団の援助について記録し、職員間で事例検討をしている。 〇 

【評価項目】 2－（３）について 

 

児童館の施設特性を活かした異年齢集団の取組みを行っています。 

① 乳幼児親子の来館も多く、小学生との日常的な交流も自然に行っています。乳幼児クラスへの絵本の読み聞か

せや、遊びの関わり等「こどもサポーター」として希望者の多い取組です。 

② 学年問わず、集団遊びやクラブ活動は子ども主体で取り組んでいます。個人の成長が感じられる作品や賞状な

どは館内に掲示することで、自信にもつながり周囲の児童への意欲にもつながっています。 

③ 子どもの様子から、個別援助が必要な場合は支援記録を作成し、職員全体で共有することで、会議等でのケース

検討につなげています。 
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３、子どもの居場所の提供 

【評価項目】 ３－（１） 子どもが安全に安心して過ごせる居場所になるような環境づくりや援助を行っている。 

標準項目 評価 

1 乳幼児から中・高校生世代までのすべての子どもが、日常的に気軽に来館できる。 〇 

2 来館する子どもの住所、氏名、年齢、緊急時の連絡先等を、登録するなどの方法で把握に努めている。 〇 

3 乳幼児や障害のある子どもも安心して利用できる環境が整えられている。 〇 

4 利用者がくつろいだり、待ち合わせしたり、自由に交流したりできる空間があり、使いやすい雰囲気であ

る。 
〇 

【評価項目】 ３－（１）について 

講評 

乳幼児から中高生世代、保護者まで安心して利用できる環境設定をしています。 

① 中高生世代の来館は日常的には少ないですが、小学生からの継続したつながりから、長期休みや時間のある時

に来館するなど児童館が身近な居場所として利用されています。学校の敷地内のため、校庭や体育館の利用も

でき、館内だけではなく活動の場所の選択ができることで広々とした安全な利用につながっています。 

② 玄関から館内まではスロープになっています。館内 1 階は段差が少なく、トイレやシャワー室など、乳幼児親子以

外や、障がいのある子どもも安心して利用できます。近隣の放課後デイサービスの子どもたちが来館し、交流する

機会を作っています。 

③ 午前中の乳幼児クラスは保護者同士の交流の場になっています。クラスの後は館内にゆったりとした音楽を流

し、保護者や子どもが落ち着く雰囲気を作ることで、昼食やおしゃべりの時間として過ごしています。 

 

【評価項目】 ３－（2） 中・高生世代の利用に対する援助がある。 

標準項目 評価 

1 中・高校生世代も利用できるようになっている。 〇 

2 中・高校生世代の文化活動やスポーツ活動等に必要なスペースや備品がある。 〇 

3 中・高校生世代が自ら企画する活動がある。 ー 

4 思春期の発達特性について、職員が理解するための取組が行われている。 ー 

【評価項目】 ３－（2）について 

講評 

地域性から日常的な来館は少ないが、今後の広報や活動の工夫を検討しています。 

① 児童館の立地学区域に中学校がないため、日常的な利用は少ないが、小学生からの継続的な利用者が友達を

連れて長期休み等に来館する様子があり、職員との関係性が良好であることが伺えます。 

② いつでも利用できるよう、卓球台やマンガや遊具等を用意しています。また中高生世代が利用できる時間を設

け、児童館便りに掲載しています。 

③ 利用者が少ないため、中高生世代の企画運営までには至っていません。今後、内容も含めて再度検討しながら近

隣中学校へ、便りの配布を行っていきます。 
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４、子どもの意見の尊重 

【評価項目】 ４－（１） 子どもの年齢及び発達の程度に応じて子どもの意見を尊重している。 

標準項目 評価 

1 子どもの年齢や発達の程度に応じて子どもの意見を尊重している。 〇 

2 意見だけでなく子どもの気持ちも汲み取っている。 〇 

3 日常的に子どもの声を拾い、職員間で話し合って、児童館の活動や運営に柔軟に取り入れている。 〇 

4 遊びや行事・イベント等のアイデアが、子どもたちの間から活発に出されている。 〇 

【評価項目】 ４－（１）について 

講評 

子どもの意見尊重を大事にした取り組みを行っています。 

① 子どもが意見を出しやすいように学年会議を行い、遊びの内容や行事の企画など子どもたちで会議を運営し進

めています。グループリーダーは立候補制で、選挙活動を通じて子どもたち自身が投票し、選ぶ流れになってお

り、子どもたち自身の考える力や意欲にもつながっています。 

② 来館時の顔色や声などからも子どもの様子を把握したり、うまく言葉にできない子どもの気持ちを汲み取る意識

を心がけています。内容によっては職員全体で検討し、児童館活動に取り入れることをしています。 

③ 高学年がメインの「フレンドリースペース」(高学年クラブ)では、多くの子どもたちが参加し、遊びやイベントなど

アイデアが活発に出されていましたが、現在は休止中です。現在秋に向けて再開する予定です。 

 

【評価項目】 ４－（2） 子どもの意見が運営や活動に反映されている。 

標準項目 評価 

1 意見箱や掲示板、アンケートなど、子どもの意見を汲み取る仕組みがあり、活用されている。 〇 

2 子ども会議、子ども企画、子ども実行委員会など、子どもが児童館の運営や活動に対して意見やアイデア

を述べる機会があり、機能している。 
〇 

3 職員会議や研修の場等で、子どもの意見を反映させる仕組みがある。 〇 

4 運営や活動に子どもの意見を反映した、具体的な事例がある。 〇 

【評価項目】 ４－（2）について 

講評 

子どもの意見を取り入れる工夫や、取組みの工夫を行っています。 

① 子どもの意見のみならず誰もが意見を入れやすいような、「ご意見 BOX」を設置しています。頂いた意見は職員

全体で確認し、可能なものは児童館活動に反映させるようにしています。また、意見への返答を玄関に掲示する

ことで、受けいれてもらえた安心感につながっています。 

② 子ども企画のクラブ活動が多くあります。折り紙クラブでは、担当していた子どもが中学へ上がると、次の担当の

子どもが声を上げるなど、継続した子ども主体のクラブ活動となっています。写真部では、子どもが撮った写真を

児童館の広報に活用するほか、他の関係機関にも活用されるなど、子どもの自信につながっています。 

③ 子ども会議や意見箱、行事ごとの子ども実行委員会など子どもが意見を述べる場の設定がたくさんあります。職

員はどの会議でも、子どもの意見を尊重することを心がけています。なかなか行事ができない中、子どもの意見

から、オンラインで他館と交流する機会もできました。 
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５、配慮を必要とする子どもへの対応 

【評価項目】 ５－（１） 配慮を必要とする子どもへの対応を行っている。 

標準項目 評価 

1 障害の有無に関わらず子ども同士がお互いに協力できるような活動内容や環境に配慮している。 〇 

2 児童館を利用する子どもの間で、いじめ等の関係が生じないように配慮している。万が一発生した場合に

は早期対応に努め、適切に対応している。 
〇 

3 保護者に不適切な養育等が疑われる場合には、市区町村や関係機関と連携し対応している。 〇 

4 児童虐待が疑われる場合には、市町村又は児童相談所に速やかに通告し、適切に対応している。 〇 

５ 福祉的な課題があると判断した場合に、地域や学校等の社会資源と連携し支援している。 〇 

６ 障害のある子どもの利用に当たっては、障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（平成２５年法

律第６５号）に基づき、合理的配慮に努めている。 
〇 

【評価項目】 ５－（１）について 

講評 

配慮を必要とする子どもは、ケースに応じて必要な関係機関と連携して対応しています。 

① 放課後デイサービスの子どもたちが児童館へ来館する機会があり、ともに活動することでお互いを思いやる心が

育まれています。 

② 配慮が必要な子どもや福祉的課題を抱えた家庭においては、学校・児童館・児童相談所などと連携し、情報の共

有を心がけています。現在は、個々での情報共有となっており、必要に応じた各団体間の情報交換になっていま

す。今後は関係機関全体での会議開催を提案していきます。 

③ 障害のある子どもも利用がしやすいような環境設定を心がけています。バリアフリーのトイレやスロープ、シャワー

室などもあり、館内の段差もほとんどありません。2 階へは階段ですが、職員が都度対応することで利用者の安

心につなげています。 

 

【評価項目】 ５－（2） 子どもの活動の様子から必要があると判断した場合には、家庭と連絡を取って支援を行っ

ている。 

標準項目 評価 

1 子どもへの支援のために、必要に応じて家庭や学校等と連絡を取って支援をしている。 〇 

2 子どもの発達や家庭環境等の面で特に配慮が必要な子どもには、発達支援に関わる関係機関等と協力

して援助を行っている。 
〇 

3 必ず記録をとり職員間で共有を図るとともに、継続的な支援につなげている。 〇 

【評価項目】 ５－（2）について 

講評 

必要に応じて家庭や学校、関係機関と連絡を取り、支援を行っています。 

① 学校の担任との情報交換や懇談の機会を作り、子どもたちの統一した支援につなげています。定期的ではない

為、今後は定期的に開催できるよう働きかけていきます。 

② 発達に関して気になる子どもの支援は、京都市児童館学童連盟の統合育成の巡回訪問を受け、職員も学びなが

らより良い支援につなげています。 

③ 家庭や学校、関係機関と連絡等取った場合は、必ず記録を取り職員間で共有することで、全体の共通認識の基、

継続した支援につなげています。 
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６、子育て支援の実施 

【評価項目】 ６－（１） 保護者の子育て支援を行っている。 

標準項目 評価 

1 子どもとその保護者が、自由に交流できる場を提供し、交流の促進に配慮している。 〇 

2 子どもの発達上の課題について、気軽に相談できるような子育て支援活動を実施している。 〇 

3 保護者が広く地域の人々との関わりをもてるような支援を実施している。 〇 

4 児童虐待の予防に向けて、保護者の子育てへの不安や課題に対して継続的に支援し、必要に応じて相談

機関等につないでいる。 
〇 

【評価項目】 ６－（１）について 

講評 

日頃より保護者が気軽に相談できる関係づくりを心がけています。 

① 日常的に利用できる環境は整えていますが、主に土曜日は親子で参加できるイベント等を開催することで、保護

者が児童館へ足を運ぶきっかけとなり、継続した利用につながっています。 

② 図書室では本の貸し出しを行っており、乳幼児親子がゆっくりくつろぐことができます。自由に遊べる「子育てほっ

と広場」や「乳幼児広場」などの時間にも気軽に相談ができる関係性を心がけています。また１歳のお誕生日を

祝う「はじめましてお誕生会」では、地域の保育園の先生がきてくれることで育児相談もできる時間になっていま

す。 

③ 保護者との信頼関係の基、保護者の子育て不安や課題を共に解決できるよう、必要に応じて関係機関へつな

ぎ、継続的に支援しています。 

 

【評価項目】 ６－（2） 保護者と協力して乳幼児支援を行っている。 

標準項目 評価 

1 乳幼児支援を保護者と協力して実施している。 〇 

2 参加者が主体的に運営できるように支援している。 〇 

3 乳幼児と中・高校生世代等との触れ合い体験を実施している。 〇 

【評価項目】 ６－（2）について 

評価 

保護者も積極的に子育てに参加できるよう、取組みの工夫をしています。 

① 登録制の乳幼児広場や、自由に過ごせる曜日など、親子のニーズに合わせて利用ができるように工夫していま

す。館内の掲示物は乳幼児親子がわかりやすく選びやすいよう、イラストを入れるなどの工夫を凝らしています。 

② ２歳児のりんごクラブでは保護者が企画したプログラムを活動に取り入れたり、班活動を行っており、保護者の

主体的な活動を支援しています。 

③ 近隣の桂中学校の家庭科の授業「乳幼児とのふれあい授業」では、乳幼児クラブ参加保護者の同意の基、学校

へ出向き、ふれあい体験を行っています。現在休止中ですが、今後再活動に向けて中学校との連携を図っていき

ます。 
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７、地域の健全育成の環境づくり 

【評価項目】 ７－（１） 地域の健全育成環境づくりに取組んでいる。 

標準項目 評価 

1 児童館を利用する子どもが地域住民と直接交流できる機会を設けている。 〇 

2 児童館を出て、地域の児童遊園や公園、子どもが利用できる他の施設等で事業を実施することがある。 〇 

3 地域のイベントに児童館の子どもを連れて参加することがある。 〇 

4 地域の子どもの育成活動に協力している。 〇 

５ 地域住民や NPO、関係機関等と連携して活動している。 〇 

【評価項目】 ７－（１）について 

講評 

児童館を地域に開くための様々な取組みを行っています。 

① 児童館まつりやハロウィンイベントで地域に出る行事や、公園での出前児童館活動「なかよし広場」を行い、児童

館の周知に努めることで、新たな来館者につながっています。 

② 地域のおまつり「けいとくまつり」では、子どものクラブ活動のステージ発表や遊びコーナーを担当することで地

域の方々との自然な交流につながっています。また、学区の体育祭では、隣接の学校校庭を使用するため、児童

館内のトイレの貸し出しや、乳幼児親子の休憩、作品の展示スペースになっており、館内を開放しています。 

③ 桂徳学区子育て支援連絡会には、隣接する小学校、近隣の保育園や中学校、民生児童委員や社会福祉協議会、

などが参加しており、児童館活動にも協力頂いています。 

 

８、ボランティア等の育成と活動支援 

【評価項目】 ８－（１） 子どもを含めたボランティア等の育成と活動支援を適切に行っている。 

標準項目 評価 

1 子どもの遊びの延長に、お手伝いやボランティア活動を取り入れ、児童館ボランティアとして育成してい

る。 
〇 

2 子どもボランティアの活動支援を健全育成活動の一環と捉えて実施している。 〇 

3 乳幼児の保護者の主体的な活動を支援しつつ、ボランティアとして育成している。 〇 

4 地域住民を受け入れ、ボランティアとして育成している。 〇 

【評価項目】 ８－（１）について 

講評 

児童館の活動にはたくさんの地域の方が関わり、活動が広がっています。 

① 児童館まつりなど、イベント時には子どもボランティアを募集しています。子どもがお手伝い感覚で一緒に活動し

ながら、達成感や満足感を感じることで、次の取組み意欲につながっています。 

② 乳幼児クラブの保護者が主体となって活動している足型アートや、子どもが大きくなって児童館でサークル活動

を行ってくれる保護者、以前保育士だった方が工作教室を行ってくれるなど、沢山の地域の方が児童館活動の幅

を広げています。 

③ 児童館活動のみならず、環境整備として植木の剪定や庭の掃除をしてくれる地域の方々がいます。地域の子ども

たちを見守る視線や、児童館が信頼されている様子が伺えます。 
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９、子どもの安全対策・衛生管理 

【評価項目】 ９－（１） 子どもの安全対策・衛生管理を行っている。 

標準項目 評価 

1 子どもに施設・遊具の適切な利用方法を伝え、安全に遊べるようにしている。 〇 

2 子どものケガや病気の応急処置の方法について、研修や訓練に参加している。 〇 

3 事故やケガの発生時には直ちに保護者への報告を行うとともに、事故報告書を作成し、市町村に報告し

ている。 
〇 

4 飲食を伴う活動を実施するときは、提供する内容について事前に保護者に具体的に周知し、誤飲事故や

食物アレルギーの発生予防に努めている。 
〇 

５ 来館時の手洗いの励行、採光・換気等保健衛生に十分に配慮し、子どもの健康に配慮している。 〇 

【評価項目】 ９－（１）について 

講評 

子どもの安全対策について職員全体で取り組んでいます。 

① 児童館の施設利用については、パンフレットや児童館便りで周知しています。また遊具や施設内の使用方法など

は、子どもにわかりやすい言葉で掲示しています。 

② 万が一事故やケガあった場合は、マニュアルに沿って適切に対応しています。また、報告書を作成し京都市児童

館学童連盟にも報告をすることで再発防止に努めています。 

③ 来館時には感染症対策の体温チェックと共に、子どもたちの顔色や声掛けも含めて子どもの体調管理に配慮し

ています。館内には感染予防喚起の周知や使用後の遊具消毒の協力についてなども、わかりやすい掲示を心が

けています。 

 

10、学校・地域との連携 

【評価項目】 10－（１） 学校・地域との連携を行っている。 

標準項目 評価 

1 児童館の活動と学校の行事等について情報交換を行っている。 〇 

2 児童館や学校での子どもの様子等について情報交換を行っている。 〇 

3 災害や事故・事件等が発生した場合には学校と速やかに連絡を取り合える体制を整えている。 〇 

4 児童館の運営や活動の状況等について地域住民等に積極的に情報提供を行い、信頼関係を築くよう努

めている。 
〇 

５ 地域住民等が児童館を活用できるように働きかけるなど、地域の人材・組織等との連携・協力関係を築く

よう努めている。 
〇 

【評価項目】 10－（１）について 

講評 

学校・地域と連携を図り、子どもに関する情報共有に努めています。 

① 小学校の敷地内の児童館のため、日常的な子どもの情報交換やお互いの年間計画等の交換をすることで子ど

もの生活がスムーズになるよう努めています。地域子育てステーションとして、地域の子どもに関する関係団体と

連携し子育て支援のネットワーク構築を図っており、会議等でお互いの情報交換を行っています。 

② 災害や事故・事件等の発生時は、学校との直接の連絡や、緊急時はメール等で連絡が取れるようになっており、

地域の桂徳学区社会福祉協議会とも連携を取りながら子どもの安全確保に取り組んでいます。 
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③ 児童館の活動のみならず、小学校校庭を使用した地域行事には館内を開放し、乳幼児親子や高齢者の居場所な

どに使用しています。イベントを通じて地域の方々が児童館を知るきっかけにもなっています。 

 

【評価項目】 10－（2） 運営協議会等が設置され機能している。 

標準項目 評価 

1 児童委員、社会福祉協議会、母親クラブ等の地域組織の代表者の他、学識経験者、学校教職員、子ども、

保護者等を構成員とする運営協議会等が設置されている。 
ー 

2 子どもを運営協議会等の構成員にする場合には、会議時間の設定や意見発表の機会等があることを事

前に知らせるなどに配慮し、子どもが参加しやすく発言しやすい環境づくりに努めている。 
ー 

3 運営協議会等は、年間を通して定期的に開催し、臨時的に対応すべき事項が生じた場合は、適宜開催し

ている。 
ー 

【評価項目】 １０－（2）について 

講評 

運営協議会は設置されていませんが、地域子育てステーションとして地域の関係機関とのネットワー

クは構築されています。 

 

 

※以下の項目は選択項目です。児童館内で放課後児童クラブを行っている場合のみご記入ください。 

１１、放課後児童クラブの実施（選択項目） 

【評価項目】 11－（１） 放課後児童クラブを児童館の持つ機能を生かして運営している。 

標準項目  

1 放課後児童クラブが市区町村の基準条例（最低基準）に基づいて行われている。 〇 

2 放課後児童クラブに在籍する子どもと児童館に来館する子どもとが交流できるよう活動を工夫している。 〇 

3 放課後児童クラブに在籍する子どもと地域の子どもや住民とが直接交流できる機会を設けている。 〇 

【評価項目】 １１－（１）について 

講評 

学校敷地内児童館の特性を活かして、子どもたちの交流が図られている。 

① 放課後児童クラブの実施は、京都市の条例に基づいて行われており、運営基準を設けています。 

② 学校敷地内の児童館のため、放課後児童クラブの在籍児との交流目的に来館する子どもも多くいます。また、ラ

ンドセル来館事業も行っているため、放課後児童クラブ在籍児以外の子どもも、「来館者カード」を記入の上、学

びの教室（放課後子ども教室）から直接児童館に来館できます。 

③ 地域のけいとくまつりや児童館まつりを通じて、放課後児童クラブの子どもや児童館来館の子どももともに活動

しています。児童館内の活動に多くの地域の方々が協力しており、放課後児童クラブの子どもたちも自然に交流

を図っています。 
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総 評 

 

■特に良い点 

ポイント1 
地域との連携が密にされており、地域全体で子どもを見守る環境づくりができ

ています。 

 

運営協議会は設置されていませんが、桂徳学区子育て支援連絡会や地域子育て支

援ステーションとして近隣の保育園、放課後デイサービス、子育て支援センター、民

生児童委員協議会、小・中学校、桂徳地区社会福祉協議会、西京子どもはぐくみ室、

児童相談所などと連携し、地域の子育て支援のネットワーク構築を図っています。乳

幼児親子から、児童館を通じて様々な地域の人と関わることで、安心できる子育て環

境づくりに積極的に取組んでいます。 

また小学校敷地内の児童館のため、学校との日常的な連携はもちろん、校庭や体育

間の使用も適宜可能であり、児童館内もイベント時には開放するなどお互いの協力

関係が良好です。 

児童館の日常活動やイベントには、地域の方々も多く関わっており、乳幼児保護者

等は主体的にサークル活動をするなど、基本方針にもある、地域に開かれた児童館活

動が展開されています。 

ポイント2 
子どもの自主性を大事にした活動を心がけ、主体的な取り組みを支援していま

す。 

 

子どもの「やりたい」「やってみたい」を尊重した活動を支援しています。現在の

折り紙教室は、やりたいという子どもの意見から出来た活動として継続し定着した

活動です。担当者が中学に上がると、それに参加していた子どもが「やりたい」と、

名乗りを上げ現在の折り紙教室の担当として継続しています。オンライン折り紙教

室の開催も子ども発の取組みとして職員がサポートし、他館との交流にもつながり

ました。また、高学年のクラブ活動「フレンドリースペース」では行事や遊びなどの

アイデアが多く出され、活動に反映しています。 

意見箱を設置し、気軽に意見が言える環境づくりにも取り組んでいます。遊具や図

書など子どもからの意見は、職員会議で話し合い可能な限り反映できるように配慮

しています。 

 その他、子ども会議や、子ども企画、子ども実行委員など意見を述べる場を多く持

つことで子どもの主体性をはぐくんでいます。 

ポイント3 
児童館便りや館内外掲示物等の装飾など、広報物は児童館の温かい雰囲気が感

じられるものとなっています。 

 

児童館便りの内容は子どもも保護者も見やすいレイアウトになっており、折り方

も開く楽しみを持たせる工夫がされています。 

学校の通学路に面した玄関掲示は、子どもの作品を取り入れた児童館の案内にな

っており、親しみやすい掲示になっています。館内入り口にはこども写真部の作品

が掲示されるなど、館内には様々子どもの作品を掲示することで子どもの作品意欲

や好奇心が高まることにつながっています。 

 その他の館内掲示物のデザインはほぼ統一されており、子どもや保護者にも目に

留まりやすく見やすいものとなっています。活動の写真やイラストなどを取り入れ

ながら、児童館の温かみが感じられるものとなっています。 
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■改善が望まれる点 

ポイント1 
自由来館児童や中高生世代、乳幼児親子の利用者が少ないため、周知方法等の

工夫が望まれます。 

 

小学校の敷地内の児童館ですが、放課後児童クラブ在籍児童も多く、自由来館児童

はイベント時やランドセル来館の利用者が主となっています。また学区域に中学校

がないことから中学生の来館が難しいのが現状です。児童館便りの他、SNSや動画、

HPなど広報活動の工夫はしていますが、中学生向けの事業内容を盛り込んだ広報を

更に検討することで、長期休み等の利用につながることが考えられます。 

また乳幼児親子は、働く保護者が増えたことで保育園入所の時期が早く、乳児の利

用が主になっています。まだ児童館を知らない乳幼児保護者などへの周知方法や館

外での活動も視野に入れた取り組みに期待します。 

ポイント2 
法人内、３施設の交流等も含めた仕組みづくりをすることで、お互いの活動を

深め合う事を期待します。 

 

法人内の児童館は３施設ありますが、交流や連携が少ないようです。児童館内の基

本的なマニュアルや書式等、各館独自に作成しているようで、内容に不安等が見られ

ます。同法人内共通の書式を作ることで、お互いが共通認識の基に意見交換や検証を

することができ、事業内容の向上につながります。 

館内には他館の紹介も掲示されており、来館者が他館の様子を知ることができる

ため、お互いの事業内容や子どもの同士の交流も行うことで、さらに児童館の活性化

につなげることができると思われます。 

 

 


